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　イタリアの比例代表制に基づく選挙制度は小党分立の代名詞として引き合い
に出される。ちなみに87年の総選挙での各党の得票率と議席は次の通りであ
る。キリスト教民主党（DC）34．3％，234，共産党（PCI）26．6％，177，社会党
（PSI）14．3％，94，イタリア社会運動（MSI）5．9％，35，共和党3．7％，21，民
主社会党3．0％，17，自由党2．1％，11，急進党2．6％，13，プロレタリア民主党
1．7％，8，それに「緑」2．5％，13である（総定数630）。現在はDC，　PSI，共
和党，民主社会党，自由党の5党連立である。80年代に入ってこの組み合わせ
は変わらない。
　だがイタリアの政治の本質的問題は比例代表制，小党分立にあるのではな
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く，別のところにある。イタリアの政党システムはれっきとした二大政党制で
ある。事実これまで第一党と第二党で議席の7割から6割を常に占めて来た。
但し変則的二大政党制と言える。というのも資本主義国最大のPCIが第二党を
占め，これまでの東西対立，NATO体制下ではPCIの政権参加の可能性は無
かったからである。第二党と第四党のPCIとネオ・ファシストのMSIを除外
すると，第一党，第三党のDCとPSIだけでは過半数に足りず，さらに他の諸
党の協力が必要であった。そのため，戦後の歴代内閣はいずれも連立政権で，
しかも短命内閣の連続であった。しかし，DCはその連立で，80年代にその退
潮を背景に（83年の総選挙ではPCIとの得票率差は3％になった）首相の座を
共和党，社会党に明け渡したが，与党の座を降りたことは一度もなかった。一
党政権と連立政権という相違はあるが，ひとっの党が戦後これほど長期に政権
にあるのは，先進国の中でも日本とイタリアだけである。
　その結果は，ご多分にもれず，すさまじい金権腐敗の進行である。南部開発，
79年の南部の大地震の災害復興，ローマの遺跡修復などの公共事業に多額の金
が投じられたが，元請，下請け，孫請けと請負企業のそれぞれのレベルで次々
とピンハネされ，計画通りには事業は進捗しない。それらの企業はいずれも与
党議員の息がかかったもので，まさにマフィア的方式がまかり通っているので
ある。「政治家は泥棒」であるというのが，大方のイタリア人の与党評である。
イエズス会も「DC議員は金もうけにのみ走り，キリスト教精神を一片も持ち
合わせていない。このような事態が続けば，今後彼らを支持することは出来な
い」と強硬な声明を出した。日本に比べてイタリアでは内部のチェック機能が
作用しているだけましかもしれないが，問題は，DC中心の連立政権参加とは
他の諸党がこの「利権構造」に参加することを意味し，PSIといえどもそれと
無関係ではない。金が無いせいか，PSIの地方議員の関与した汚職事件もDC
なみである。
　最近，この変則的二大政党制にも大きな変化の兆しが見え始めた。ひとっは，
87年の総選挙，その後の広域的地方選でのPSIの急伸長とそれとは対照的な
PCIの退潮，ふたっ目はその結果としてのPCIの大きな路線転換である。83年
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には17．5％であった両党の得票率の差は87年には12．3％となり，さらにそ
の後の地方選（1万人以上の市町村選挙では比例代表制採用）では，ひとけた
になった。PSIの急伸長は，戦後最悪の76年の総選挙（PCIとの差は24．8％）
後に書記長に就任したクラクシの強力なリーダーシップと不可分である。85年
の覚大会で伝統的な党のシンボル「鎌とハンマー」をフランス社会党と同じ
「赤いカーネーション」に変え，中央委員会制を廃止するなどのイメージ・チェ
ンジ，組織改革，さらには3年に及ぶ戦後最長の内閣を維持しただけでなく，
共産党の反対を押し切り，賃金の物価スライド制を廃止，それまでのふた桁イ
ンフレを終息させた実績などに示されている。
　それに対してPCIの後退は，80年代におけるイタリア社会の急激な変化（脱
工業化，サービス産業化，それに伴う組織労働者の減少，ホワイトカラーの増
大）に対応できなかった結果である。87年の総選挙では，大量の女性候補やミ
ラノの株式取引所の元所長の擁立など，思い切った戦術を展開したが，得票率
26％と20年前の水準に後退した（最高は76年の34．4％で，DCとの合計得票
率73．1％，前回は60％）。
　そのため，早くにスターリン型共産主義とは訣別し，70年代にはゴルバチョ
フのペレストロイカの先駆ユーロ・コミュニズムの首唱者であったPCIは，さ
らに東欧特にポーランド，ハンガリーの変化のインパクと受け，総選挙敗北
後に選出された新書記長オケットのもとで，社会民主主義への転換を加速させ
た。もともと中央委員会で3分の1の勢力を擁していた反主流派はPSIとの再
統一による新しい大衆政党建設を唱えていたが，象徴的であったのは，左派，
主流派の新書記長オケットの手で方針転換が加速されたことである。昨年10
月の中央委員会で党名変更がIE式に提起され，3分の2が賛成，反対が3分の
1で，主流と反主流の関係が逆転した。最終決定は今年3月の臨時大会でなさ
れる。しかもこの新路線はすでに具体化されっつある。昨年6月の欧州議会選
挙で，PCIはフランス社会党に近い政治学者モーリス・ドウヴェルジェを擁
立，当選させただけでなく，選挙後は，ヨーロッパ・共産党グループからも離
脱，社会主義インターへの参加を打ち出し，基本的には西独のSPD，フランス
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社会党の支持を得ている。ベルリンの壁開放前に始まったこのPCIの路線転換
は，勿論東欧諸国の変化を受けているが，また逆にそれに影響をも与えている
のである。いわば相互作用の関係にある。たとえば，ハンガリー社会党，ユー
ゴのスロヴェニア共産主義者同盟は，そのモデルとして，北欧の社会民主党だ
けでなくPCIをも挙げているのである。
　さらには，ゴルバチョフ議長のローマ法王公式訪問に示されたソ連とヴァ
ティカンの歴史的和解の進展は，48年のヴァティカンの発した共産主義者に対
する破門宣告を無意味化するであろう。その結果，東西緊張の緩和，PCIの社
会民主主義化とあわせて，新PCI（名称がどうなるのか不明だが）の政権参加
の障害は消え失せ，DC中心の金権腐敗化した連立政権に代わる，　DC抜きの政
権成立の可能性，正常な二大政党制に転換する可能性が出現したと言える。事
実，DC主流派に批判的なDC左派からもPCIの新路線には大きな期待が寄せ
られている。
　このようにゴルバチョフの登場と東欧の激変は，イタリアの共産党に対して
だけでなく，イタリアの政治体制そのものにも大きな変革のインパクトを及ぼ
しているのである。
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